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福島第一原子力発電所 実施計画におけるセシウム
吸着塔一時保管施設の標高に関する記載誤りについて

【概要】

 今年３月、福島第一原子力発電所構内において、新規施設の建設計画のために敷地の標
高等の実測データを確認していたところ、セシウム吸着塔一時保管施設（第一～第三施
設）の実施計画における標高（T.P.※約33ｍ）の記載と実測値（T.P.約35ｍ）に差異が
あることを確認した。

 その後、実施計画における標高に関する記載が誤った経緯を確認したところ、標高を評
価するために使用したボーリングデータの中から本来引用すべき標高データと異なる標
高データ（T.P.32.6ｍ）を引用していたことを確認した。

 今後、セシウム吸着塔一時保管施設の実施計画補正申請に向けて対応する。

 また、他の施設についても実施計画上の標高と各図書（地盤や施設）に記載の数値や実
測値との照合を行い、記載に誤りがないか調査を実施する。

 標高の記載誤りの、施設の安全評価への影響は以下の通り。

 津波影響評価については、本件とは別の標高データに基づき評価を実施しており、
問題がないことを確認した。

 敷地境界線量評価については、セシウム吸着塔一時保管施設（第一～第三施設）
について正しい標高値を用いて再評価した結果、既認可の評価値を下回って安全
側になることを確認した。他の施設については、上記調査を実施中である。

【実施計画の記載内容（抜粋）】

Ⅲ章3.2.2内の５箇所において「線源の標高：T.P.約33ｍ」

※T.P.：東京湾平均海面
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実施計画においてセシウム吸着塔一時保管施設の標高の値を誤った経緯

ALPSスラリ安定化
処理設備（計画中）

【誤記】
標高（実施計画） 約T.P.33m

セシウム吸着塔
一時保管施設
（第三施設）

【誤記】
施設断面図
GL=T.P.+32.7m（実測なし）
（O.P.+34.1m）

航空測量
T.P.+35.1m

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾃﾞｰﾀ
（柱状図）

孔口標高
T.P.+34.4m(O.P.+35.8m）

段丘堆積層上面標高
T.P.+32.6m（O.P.+34.0m）

誤記発覚

誤って引用

引用すべき正しい値
引用

敷地造成による盛土
（+0.1m）
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標高誤りに対する他施設への水平展開フロー

実施計画第Ⅲ章3.2.2.線量評価
に標高の記載がある施設等

（計 88か所）

個別に実施計画の値の設定経
緯の調査を行い、問題がないか
を確認する。

数値に乖離があ
ったり、照合でき
る数値がない

実施計画の標高と各図書（地盤
や施設）に関する土木・建築系
の図書に記載の数値や実測値
との照合を実施

実施計画の記載に問題ないと
判断し、終了

問題なし

主管箇所で、実施計画の補正を
含め、原因究明及び是正を実施

Yes

Yes

No

No
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